
 

 

令和8年 

みんなで楽しく会食するためには、一緒に食べる人の気持ちになって

考えることが大切です。周りの人が嫌がることや、迷惑になることをし
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ないよう心配りをし、お互いに楽しく気持ちよく食事ができるようにしましょう。今月はとくに

3つのマナーとはしの持ち方に気をつけましょう。 

ビタミン愛 
深谷小学校 食育だより 

ひじをついたり、足を組んだり、食器を

持たずに犬食いをしたりすると、食べ物の

消化に悪いだけでなく、「おいしくないの

かな？」「食事を楽しめていないのかな？」

と周りに思わせてしまいます。 

口を開いたままかんでいると、奥歯でしっかり

食べ物をかみ砕くことができません。またクチャ

クチャ音もして、周りの人を不快な気持ちにさせ

てしまいます。食べ物は口をしっかり閉じてから

かみ、話をするのは飲み込んでからにしましょう。 

食事をしている時に、汚いものが出てくる話や気持

ちが悪くなってしまう話をしたり、突然、大声を出し

たり、騒いだりすると、周りの人がいやな気持ちに

なったり、びっくりして心地よく食べられなくなった

りします。気をつけましょう。 

はしをきちんと持って、使えるようにしましょう。

 

●長さは手のひらより少し長いものを選び、真ん中より

上を持つ。 

●上のはしは中指と人差し指でえんぴつのように持つ。 

 上のはしだけを動かす。 

●下のはしは親指の根元と薬指の横はらで支え、動かさ

ない。 

食べ物をはしで刺して食べる。 はしの先をなめたり、しゃぶったりする。 

何を食べようかと迷いながら、 

あちこちにはしを動かす。 

はしを持ったままの手で 

おかわりを差し出す。 

はしを持ってふり回した

り、指さしたり、呼びかけ

たりする。 


